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　国内において大規模施設、 公園、 まちづくりにおけるユニバーサルデザインの実装化に向けて、 当事者参画による検

討が進められているとともに、 国においても市民参画の手法等に関するガイドラインが発出され、 今後、 さらにユニバーサ

ルデザインのまちづくりが進行すると期待されます。 このような中、 2025 年の大阪 ・関西万博においても、 ユニバーサル

デザインガイドラインの策定と発出、 主要施設におけるユニバーサルデザインワークショップが実施され、 多様な人による

設計から施工段階の連続した参画が実現し、 利便性の高い施設の建設に結び付きました。

　今後、 博覧会等のイベントだけでなく、 街中へのお出かけにおいて、 誰もが安心して出かけられる設備、 ソフト面の充

実から、 さらに “おでかけを楽しくする” ために、 今何が必要なのかをテーマとした公開シンポジウムを開催します。

29
 26 Fukumachi  Kinki

14:40-16:40

◆ テーマ

◆ 目的

第 29 回日本福祉のまちづくり学会全国大会 in 近畿
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司会・コーディネーター　石塚 　裕子（追手門学院大学 地域創造学部 教授）

話題 4　万博パビリオンの展示づくりにおけるユニバーサルデザイン
　            岸田 　匡平 （株式会社 乃村工藝社 プランナー）

話題 3　視覚障がい者の観点からお出かけを楽しむための工夫、経験など
　竹田 　幸代（きんきビジョンサポート代表）

話題 2　お出かけや旅行は「種まき活動」　
　　　　（車椅子やスペシャルニーズのある家族のお出かけポイントを知ってほしい）
　森本　 琉久（株式会社  MJ 企画）
　森本 　純子（大阪医療的ケア児・者支援ネットワークWA！わっしょい 共同代表）

話題 1　「なんとなく気まずい。なぜだろうか？
　杉山 　祐 一郎 （鹿島建設株式会社 建築設計本部 チーフ

基調講演 「誰一人取り残させない社会」の実現に向けて
　ー「触覚」から「触角」へのパラダイムシフトー
　広瀬 　浩二郎 （国立民族学博物館  人類基礎理論研究部 教授）

◆ シンポジウム内容

誰もが楽しめる
まちのための
UDってなに？

誰もが楽しめる
まちのための
UDってなに？

◆ お問い合わせ

　　　日本福祉のまちづくり学会全国大会 in 近畿実行委員会　Email ： taikai2026ml@googlegroups.com

〒577-8502 大阪府東大阪市小若江 3-4-1

88月29日  土



◆ お問い合わせ

　　　日本福祉のまちづくり学会全国大会 in 近畿実行委員会　Email ： taikai2026ml@googlegroups.com

森本　純子：『新卒で大手旅行会社に就職。添乗員資格も取得し約 9年勤務。2007
年に重度障がいのある長男を出産し退職。その後ヘルパー資格をとり、現在は在宅
勤務で旅行会社と契約する傍ら、自身の会社でバリアフリー旅行相談や添乗を担当。

森本　琉久：大阪府在住、19 歳　2007 年 6月、22 週 2日で 495g の超低出体重児で
生まれました。水頭症（VPシャント）・点頭てんかん・胃ろう・未熟児網膜症で全盲・
食品アレルギー多数、全介助の車いすユザーで、医療的ケアっ子です。
お笑いと英語、旅行が大好きな大阪っ子です。家族とお出かけ、旅行に行くことを楽
しみに、リハビリに励んでいます。

杉山　祐一郎：2003 年、名古屋工業大学在学中に、ろう者や難聴者にとって快適な空
間づくりを目指したフィールドワーク・研究・啓発活動を開始。
2009 年、同大学院にて「ろう者の会話空間に関する研究」で博士（工学）を取得。同年、
鹿島建設株式会社に入社。

広瀬　浩二郎：1967 年、東京都生まれ。13 歳の時に失明。筑波大学附属盲学校から京
都大学に進学。2000 年、同大学院にて文学博士号取得。専門は日本宗教史、触文化論。
2021 年９月～ 11 月、国立民族学博物館において特別展「ユニバーサル・ミュージアム
－さわる！ “触” の大博覧会」を担当した（本展は現在、各地に巡回中）。最新刊の『ユ
ニバーサル・ミュージアムから人類の未来へ』（雄山閣）など、著書多数。

岸田　匡平：展示プランナー。地域の魅力を体験として伝え、人と地域をつなぐ展示づ
くりに取り組む。地域のファンを育むことを大切にしながら、近年はインクルーシブデ
ザインの視点を取り入れ、誰もが楽しみ、学べる博物館の新しい可能性を探求している。

竹田　幸代：視覚障害当時者、支援者、専門家の 3つの視点で事業者や行政に「見え
ない声」を届ける。日本ライトハウス情報文化センター等で、視覚障害者向けのＩＣ
Ｔ講習講師、相談対応歴 20 年以上。見えなくなるだけで使えなくなるサービス・商
品が多いことに衝撃を受け、重度視覚障害者として初めて消費生活アドバイザー（）
内閣総理大臣・経済産業大臣認定）資格取得。企業と双方向コニュニケーション等を
定期開催。趣味はタンデム自転車、国内外を走り回る。

石塚　裕子：大阪大学大学院工学研究科博士後期課程修了、博士（工学）、技術士（都市
および地方計画）、専門はまちづくり、バリアフリー計画学、一般社団法人日本福祉のま
ちづくり学会副会長。主な著書は『誰もが〈助かる〉社会ーまちづくりに織り込む防災・
減災』（共編著・新曜社）、『総合検証東日本大震災の復興』（分担執筆・岩波書店）、『やっ
かいな問題はみんなで解＜』（分担執筆・世界思想社）等。
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■ 講演者、話題提供者、司会・コーディネーター紹介

2026 市民公開シンポジウム

一般社団法人 日本福祉のまちづくり学会・近畿大学


